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こんにちは

こちらは、滋賀県 食品安全監視センターです。
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（１）平成 22 年度食品、添加物等の夏期一斉取締りの実施について

夏期に多発する食中毒等食品による事故の防止および食品の衛生確保を図るため、食品関係営業者等

に対する監視指導を強化します。

1 実施期間 平成 22 年 7月 1日（木）～ 平成 22 年 7月 30 日（金）

2 実施機関 県内 6保健所、食肉衛生検査所、衛生科学センター、食品安全監視センター

3 実施内容

(1) 施設への立入検査

弁当屋等の飲食店や大型食品販売店等の食品営業施設に対して、食品の衛生的な取扱い、従事者の

健康管理および添加物等の適正使用について監視指導を行います。

(2) 食品等の試験検査

輸入食品を含め、県内に流通する食品について、食品添加物や微生物等の試験検査を実施し、不良

食品の発見および排除を行います。

(3) 表示検査

アレルギー物質を含む食品および遺伝子組換え食品にかかる表示等について、重点的に確認し、適

正な食品表示の徹底を指導します。



(4) 措置

立入検査または試験検査の結果、違反を発見した場合には、営業の禁停止、食品等の回収等、衛生

上の危害を防止するための措置を行います。

４ 昨年度実績 立入検査施設数：２，９４０施設（指導施設数：１５４施設）

収去検査食品数： １８９検体

５ その他

○ この期間に「平成 22 年度食品、添加物等の夏期一斉取締り」が全国一斉に実施されます。

滋賀県においても「平成 22 年度滋賀県食品衛生監視指導計画」に基づき、この一斉取締りを実施し

ます。

○ 消費者等に対し、食品衛生に関する正しい知識の普及啓発を図る観点から、「食の安全情報」ホー

ムページ（http://www.pref.shiga.jp/e/shoku/shoku）で食品衛生に関する情報提供を積極的に行い

ます。
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（２）食中毒注意報の発令について

毎年夏場の 7月から 9月にかけて、細菌性食中毒が発生しやすい気象状態になったときには、食中毒

注意報を発令します。

今年も、食中毒注意報の発令期間になりました。

食中毒注意報を発令した場合は、「しらしが（携帯電話のメール配信）」で案内するとともに、こ

のぷちリスでも、号外として情報提供します。

この食中毒注意報は、発令されると生活衛生課から関係機関、関係団体に、電話やＦＡＸ等で速や

かに連絡する体制を取っています。

○過去の食中毒注意報発令回数

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

10 回 10 回 8 回 10 回 3 回

○食中毒注意報発令時には、特に次の事項を注意してください。

（1） 食品は、常温に長く放置しないで手早く調理し、できあがったものはできるだけ早く食べるこ

と。

（2） 食品は、必要に応じて必要な量だけ調理・加工し、食べ残しは思い切って捨てること。

（3） 冷却して保存する食品は、5℃以下に、加熱するときは、食品の中心が 75℃1分以上となるよう

十分に加熱すること。

（4） 食品はなるべく加熱するようにし、なま物・なま水はできるだけ避けること。

（5） 冷蔵庫の過信は禁物。扉の開閉回数をできるだけ減らし、庫内を整理し、効率のよい冷却に心

がけること。

（6） 調理する人は、調理前、調理中を問わず、こまめに手洗いおよび消毒をすること。

（7） 食器、包丁、まな板、ふきんなどの調理器具は、常に清潔で衛生的に保管すること。

（8） 食品取扱者は健康に留意し、下痢や膿の出ている吹き出物や傷のあるときは、調理業務に従事

しないこと。

（9） 調理加工する場所は、ハエ、ゴキブリ、ネズミ等を完全に駆除すること。

(10） 暴飲、暴食などの身体の抵抗力を弱めることはやめること。



しらしがの案内 URL ↓

http://www.pref.shiga.jp/hodo/e-shinbun/ce00/20090424.html
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（３）「食品衛生等をめぐる最新の動向」からの豆知識について

平成 22 年 6月 4日に開催された、「全国食品衛生主管課長連絡協議会」において、厚生労働省およ

び消費者庁から「食品衛生等をめぐる最新の動向」として、各部局からの情報提供がありました。

その中から、今回はちょっと得する豆知識を情報提供することとします。

１ 検疫所による、輸入食品の動向について

平成 21 年度輸入食品監視統計（速報値）から

（１） 食品の輸入届出件数 約１８１万件（前年比１０３％）

輸入重量 約２，２２９万トン（計画輸入を除く）

（２） 輸入食品検査総件数 ２３０，２１０件

（届出件数の１２．６％を占める）

モニタリング検査 ８６，４６１件 （達成率１０３．６％）

（３） 輸入食品違反件数 １，４８７件（重複除く）

（前年度１，１５０件）

輸入食品の違反事例の詳細は↓

http://www.mhlw.go.jp/topics/yunyu/ihan/index.html

輸入食品の統計情報については↓

http://www.mhlw.go.jp/topics/yunyu/toukei/index.html

２ 消費者庁からの最近の動向について

食品の期限表示は、食品表示の中で消費者がもっとも重視する情報のひとつとなっています。

平成 7年に、国際規格との整合性をとって、製造年月日から期限表示に変更し、平成 15 年には、

食品衛生法とＪＡＳ法の統一（品質保持期限を賞味期限に統一）を図ったところです。

消費者庁では、期限表示に関する意見募集を行ったところ、これらを分析・整理して、運用の

改善や効果的な周知方法の検討に活かすこととしています。

■ 加工食品を買うとき、どのような表示レベルを確認するか（複数回答可）

○ 賞味期限や消費期限を確認する 88.7%

○ どのような材料が使われているのか(原材料)を確認する 46.8%

○ どこで加工されたか(原産国)を確認する 63.6%

○ 保存方法を確認する 22.3%

○ 製造者や輸入者を確認する 29.7%

○ ほとんど確認しない 6.7%

○ 加工食品は買わない 1.4%

（参照：農林水産省が平成 20 年 9月に実施したインターネットアンケート結果から）

■【期限表示変更の経緯】

年 食品衛生法関連 ＪＡＳ法関連

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

昭和 23 年： 食品衛生法施行

乳用牛乳等に製造年月日表示を義務付け

昭和 45 年： ＪＡＳ法に基づく品質表示基準制度開

始政令で指定された物資に製造年月日

表示を義務付け



昭和 60 年： Codex 規格で期限表示を導入（賞味期限が原則）

平成 6年： 食品衛生調査会答申 ＪＡＳ調査会答申

「消費期限」又は「品質保持期限」を表示 「消費期限」又は「賞味期限（品質保

持期限）」を表示

平成 7年： 省令施行 告示施行

平成 13 年： 加工食品品質表示基準に基づき全ての

加工食品に期限表示を義務付け

平成 15 年： 品質保持期限を賞味期限に統一

平成 17 年： 本格施行
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（４）第 31 回日本食品微生物学会学術総会の開催について

標記の学会が、今年度は下記のとおり滋賀県大津市内で開催されます。

日常業務に関係のある方をはじめ、多数の方にご参加いただきますよう案内します。

なお、今回の特別講演は「ヒト・ノロウイルス培養系確立を目指す新たな研究視点」という

内容で、安東 民衛（元米国疾病対策予防センター：CDC）氏に講演いただく予定になっており

ます。

記

開催日時：平成 22 年 11 月 11 日(木)～11 月 12 日（金）

開催場所：滋賀県立芸術劇場「びわ湖ホール」（大津市打出浜）、ピアザ淡海 滋賀県立県民交流

センター（大津市におの浜 1丁目）、コラボしが２１（大津市打出浜）

また、発表演題の申込締切日は、平成 22 年 7月 23 日(金)となっています。

詳しくは、学会開催ホームページの URL を参照ください

↓

http://www.wdc-jp.biz/jsfm/conf2010/index.html
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（５）「ぷちリス」に係るアンケートの実施結果について

平成 22 年 5月号で、今後の「ぷちリス」の資質向上のために、アンケートの協力をお願いしましたと

ころ、その結果は下記のとおりでしたので案内します。

今後とも内容を充実させるためにがんばりますので、ご意見いただきますようよろしくお願いします。

■アンケート結果

回答者 8名（食品製造業） 回答の多かったものを主に記載しております。

１．今後より知りたい情報は 食品表示に関すること ７

微生物制御に関すること ６

食中毒事件に関すること ６

食品回収に関すること ５

食品通知に関する情報 ５

２．閲覧形式について いまのままでよい ６

３．配信頻度について 1ヶ月に 1回 ７

４．情報量について ちょうどよい ７
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食品安全監視センターの所在地・連絡先

〒５２０－０８３４

滋賀県大津市御殿浜１３番４５号（衛生科学センター内）

ＴＥＬ ： ０７７－５３１－０２４８

ＦＡＸ ： ０７７－５３７－８６３３

Ｅmail ： shokuhin@pref.shiga.lg.jp

http://www.pref.shiga.jp/e/shoku/01anzen/center/00top.html

≪交通案内≫

ＪＲ石山駅北口下車 徒歩１０分

京阪電車石山坂本線粟津駅下車 徒歩５分

「晴嵐」交差点の角（ちなみに周辺は近江八景の一つ「粟津の晴嵐」です。）

◆───―――――――――－- - -通信編集担当より- - - -－―――――――――───◆

いよいよ、夏本番。

天候不順で、じめじめした蒸し暑かった梅雨もまもなく終わり、猛暑の季節がやってきます。

微生物の増殖にも格好の気候条件となりますので、施設の衛生管理の再点検とともに、皆様の健

康や体調管理にご留意いただき、食中毒注意報等の情報にも注意してお過ごしください。

／‾‾‾‾＼

～ ｜食中毒 ━┥ ～～～～～～～～～～～～～～～～～

┝━━ 注意｜

｜ ／‾＼ ｜

＼l＼Ｖ／l／

‾||‾

～～～～ || ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

みなさまからのご意見・ご感想は下記アドレスまでお寄せ下さい。

Email：shokuhin@pref.shiga.lg.jp

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

また、食品衛生に関するもっと詳しい情報を知りたい方は、滋賀県ホームページ

の食の安全情報にアクセスしてください。

↓ ↓ ↓

http://www.pref.shiga.jp/e/shoku/shoku/index.html

なお、『ぷちリス』バックナンバーは食品安全監視センターＨＰに掲載中です！

↓ ↓ ↓

http://www.pref.shiga.jp/e/shoku/01anzen/center/301putirisu-index.html

◆───――――――――－- - - - - - -－――――――――――───◆


